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消防研究所第三研究部避難安全研究賞

自治技竹　 山　 田　 常　 圭

1｡ はじめに

昨今は,楠報化時代ということでＣＡＩ)(設

計)，ＣＡＩ( 教竹) システム等で代表され

るように，コンピュータ支援システムが盛況

である。建築物の防災もこの例外ではなく，

新しい大規模な建物の防災センターに一歩足

を踏み入れると。かつての表示ランプのつい

た平面図や立体図のパネルにかわって，コン

ピュータの端末と思しきＣＲＴの端末が竹理

軒の而前に雌かれているのが見受けられるよ

うになってきている。ボタン一つで，画面上

に必 要な階 の防 災設備の作動状況 をグラ

フィックで，たちどころにきれいに描き出し

てくれる。しかしながら，こうした建築物防

災システム分野へのコンピュータの利用は，

多くの利点をもたらしてくれる半面，使い方

を誤るとかえって危険を引き起こすことにな

りかねない
い
ここでは，建物の防災システム

へのコンピュータ利用の現状に触れると共

に。今後の留意すべき課題について述べてみ

表－１　最近のコンピュータ支援を受けた建築物の防災･システム方式

(＊文献１より引川
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Ｐ型＋ホストＣＰＵ方式　　　　　　　　　　　　　３　

Ｒ型＋ホストＣＰＵ方式　　　　　　　　　　　　　４　

Ｒ型＋ホスト連動CPU方式　　　　　　　　　　　５　

Ｒ型複合一 体型ＣＰＵ 方式　　　　　　　　　　　　 ２　

Ｒ型複合一 体型十ホス トＣＰＵ方式　　　　　　　 ８　〃
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ク
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Ｐ 十Ｒ型 方式　　　　　　　　　　　　　　　　 実績として

Ｒ十Ｒ型CPU方式　　　　　　　　　　　　　存在するが

Ｐ 十Ｒ型連動CPU 方式　　　　　　　　　　　 対象物件に
はない。

中央 監視システムと複合 一体型CPU 方式

調査は昭和55 年度～59 年 度 に竣 工した大規 模ビルを

対象物件として，（社）日本火災報知機工業会に関係するメ

ーカの協力により， ２７調査対象物件（ ７メーカより賢料

提供 ）を机上で分析したものである。
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たい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 理できる点にある。塊在の新しい防災システ

ムにもこの特質はいかんなく発揮されてい

2. コンピュータ支援による防災システム現　　る。現在のところ，こうしたコンピュータは，

況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　従来の防災システムとして代表的なＰ型やＲ

建築物 の防 災 システムに限らず， コン　　型受信盤を基本にし，表－ １や，図一１に示

ピュータ利用の大きな利点は，「監視・計測　　すような複合システムとして用いられてきて

による情報の収集」→「論理判断」→「制御」　 いる例か多い。以下，コンピュータの持つ機

という一連の流れを速やかにかつ，大量に処　　能順に，建物の防災システムでこの利点がど

（ 自火 報 ） （ 防排煙 ） （ その他 ）

インタ ーロック

制 御出力

中央監視 システ ムのＣＰＵ

と兼用す る揚 合がある。

‾‾ ‾‾‾‾‾‾‾‾‾ ‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾ ‾‾‾‾‾‾‾‾ ‾‾この方式は複合型受信機の機能を標準化し，ｃＲＴ画面表示機能を

ボ トＣＰＵ側にもたせた もので。階層搆造型 システふであ る。　　

ホスト ＣＰＵ は 中央 監視システムを兼用する場合が多く。　大規模

ビル用に適している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿ ＿ ＿＿

図一１　コンピュータ支援を受けた建築物の防災システム方式例

（Ｒ型複合一体型十ホストＣＰｕ方式）　　　 （＊文献１より引用）
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のように活かされているかを示していこう。

（Ａ）情報の収集（監視・計測）

建物内での日常の予防においても，発災時

においても，管理者の得られる情報が密にな

ればなるほど，一般的には防災上の対策もき

め細かく行なえるものである。具体的な事例

を挙げると「建物の５階での何処かで感知器

が発報した」と判るよりは，「５階のＡ室の

窓側のＸＸ感知器が発報した」との情報の方

が，より適切な対応が図れる筈である。ただ

し，情報が膨大になると，それにかかる装置

もさることながら，人って来る情報を整理す

るほうも大変である。図－２は，感知器やス

プリンクラー等，状態を監視しなければなら

ない防災関連機器の管理点数と述べ床面積の

関連を示したものである。数百のオーダーで

あれば，まだなんとか人問の力だけで対処可

8Ｋ

７Ｋ

４Ｋ

3Ｋ

２Ｋ

ＩＫ

能ではあるが，数千のオーダーになってくる

と，とても人問の手には負えなくなって来る。

しかしながら，こういう問題をコンピュータ

を取り入れた新しい防災システムは，かなり

解決してくれる。それも単にデータを収集し

てきて衣示するだけではなく，整理し必要な

情報をより机いレベルから微細なレベルにわ

たって選択し表示することが可能となる。こ

うして得られたデータはｃＲＴやその他表－

２に示すような各種方法によって適宜必要と

されるレベルに従って参照することができる

ようになっている。最近の例ではｃＲＴ＋断

面地図式＋数字式の３方式によって複合的に

表示される方式が多い。

(Ｂ〉 論理判断

｢多くの情報をもとに状況を判断し対応策

を決定することは，最終的には，責任を有し

合計27 物件

。

・ ｜

｜
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図 一 ２　 最 近 の 防 災 シス テ ム に お け る 建 物の 延 床 面 積 と 管 理 点 数 の 関 連

(＊文献 １よ り引 川)
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表－２　防災盤での情報の表示方式

【＊文献２より引川，但し

一郎文献】より引川し加算）

ている生身の人間に委ねられるべきである。」

との考えが，現在の段階では一般的である。

しかしながら，同時にまた，選択の余地のな

いような事項については，その判断機構を予

めコンピュータにプログラムし，省力化を図

ることも試みられている。先の情報の内容選

択もこうした判断機構の一つと考えられる。

こうしたプログラムは，建物における防災の

基本的な思想がはっきりしていれば，比較的

容易に組むことができる。図-３は最近の防

災システム中，コンピュータによって火災で

あるか，否かの判断を行なう一つの判断のフ

ローを示したものである。この論理判断のプ

ロセスは，現状では，感知器の非火災報の除

去を目的としているように見受けられるが，

この判断を経て得られた火災信号は，より信

頼性の商いものとして受け止められ，管理者

の初期の対応にも自ら差がでてくるであろ

う。またこ のように，「火災」信号が出た場

合には，竹理者がその表示を確認して「火災

である」との確認判断の釦を押し，初めて次

のプロセスに進むようになっている場合が多

い。技術的な不信感によってというよりはむ

しろ，責任の所在とか，先にも述べたように

安企は人問によって守られるべきものである

とかいった，より社会的な要請からそのよう

な方策がとられているように感じられる。技

術的には，こうした判断操作を行なうことな

く次の制御に移るのに，何等の支障もない筈

である。実際，夜問のように無人化された建

物や，管理者が種々の対応に追われ手が足り

ないような時，ある一定の時間が経てば解除

しない限り自動的に制御に移っていくような

システムが，現在検討されている。

（Ｃ） 制　　 御

コンピュータ支援による建物の防災システ

ムの制御では，「連動 制御」という言葉がよ

く用いられる。建物の防災システムの効率的

な運用にあたっては，単に防災設備だけでは

なく，様々な一般設備との関連を考慮し，相

耳に連携したシステムの動作制御が必要とな

るのである。例えば，火災と判明した後は。

防災設備に関する仕事を最俊先にし，空調機

を停止し，エレベータを予め定められた帰着
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図一３　コンピュータによる火災の監視・判断・制御のフロ ー（実例）

（＊文献１より引川，但し ぶ に加筆有）
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自動火災放報知設備の受信機，及び防排煙設

俑の監視・制御装置としての機能を有する

（ Ｒ型受信吩 ）

一般系ピノレ設備の監視， オペレータの指示

及び総括管理サブシステムの指示に基く

制瓢吩能を有する。

図一４　建築物全体の管理制御システム系統慨略図（実例）

（＊文献Ｉより引川）

階へ戻す，また|同時に防火扉を閉鎖すると　　解除し佃別操作も可能となっているのが一般

いったような一連の動作制御がそれにあた　　的である。

る。また，システム的には，図一４に示すよ　　　 また，直接的な制御ではないが，雌近の防

うな，両者を統介するシステムが考慮される　　災システムの中には｡対応すべき制御事項や。

必要がある。このようなシステムでは。発災　　対策のメニューを画而に表示出来るものもあ

時に互いをインターロックし，防災センター　　る。発災時になってから,ゆっくり｡とメニュー

からの制御指令を最優先にして実行するよう　　を見て対策を考えるようでは,問題であるが，

に配慮されている。　　　　　　　　　　　　　　日常の訓練や，対応時に気が動転したような

発災時に沈着冷静に必要な多くの対策を適　　場合には，こうしたＨＥＬＰ機能は役に立つ

確に作動り・制御することは，並大抵のことで　　と思われる。

なく。最近では，こうした制御事項は，予め

コンピュータに記憶されており，前述の判断　　3. 今後の検討課題

釦一つで動作するようになっている。勿論。　　　 コンピュータを利川した新しい防災システ

その作動状態の監視や，必要であれば連動を　　ムは，良いことづくめのようであるが，いく
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つかの検討すべき課題が残っている。その内

の一つは，シ ステムを運用する竹理者の問題

である。現在のコンピュータを使用した防災

システムの主役は，飽くまで管理運営する人

間によっており，前述の判断釦をおすのも，

現場で避難誘導にあたるのも人間である。コ

ンピュータは。現在のところ，ある定まった

任務の遂行には非常に有能ではあるが，臨機

応変にという点では。人間に劣っている。そ

のため，防災システムの能力を充分引 き出す

ことのできる有能な責任ある管理軒が必要と

される。コンピュータの防災システムへの採

用は省力化にもつながるが，それは。結果で

あって，本来注目されるべきことは，より高

質の安全を確保するための支援性である。本

表題でコンピュータを, 安全の自動化(Safety

｢ これが動いていると安心できるんです。｣

と云うのを聞いて安全にかかわる人間と機械

の信頼関係は，長い年月かかって築き上げら

れる ものだと感じ たことがあっ た。　コン

ピュータが防災システムに導入されて，まだ

日は浅いが，今後建物のインテリジェント化

か進み，より一削新しいコンピュータ防災シ

ステムが大規模建築物で普及していくと思わ

れる。こうした新しいシステムが，。｢これが

勣いていると……｣ と云われる日が一日も早

く来ることを期待したい。
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Safety Systｃｍ）としてとらえたのは， まさ

しくこの理巾によるのである。これを間違え

ると，重大な危険を招く恐れがあり，注意が

必要である。

次の問題として，システムの故障発生時の

対策が挙げられる。特に，システムの中枢部

ともいえるＣＰＵ（中央演算装置）部のシス

テムダウンは，システム全体にとって致命的

でもある。現在では，ＣＰＵを２組装置し，

故障時，直ちに切り換えて使用する例や，最

初からセンター機能を中継機等へ分散配置

し，被害を最小限にとどめるような工夫がと

られている。また，従来のＲ型受信盤を併設

しているような場合もみられる。

ある新しいビルの防災センターで，長年に

わたって管理業務に携わってきた人が，コン

ピュータ支援を受けた新しい防災システムの

脇に置かれた従来の受信盤を指差しながら。

－

３月）（財）消防科学総介センター
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